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講演と映画の

つどい

小ホール
（JR線大井町駅中央東口前）

2026年5月13日（水）
13時00分（開場12時30分）

16時30分予定（※オンラインは　　　　
13時00分～14時10分予定）

定員500名
詳しくは

申込方法欄参照

事前
申込制

実現しよう　平和で心ゆたかな人間尊重社会
人権尊重都市宣言のまち　品川区

品川区主　催

人権・ジェンダー平等推進課  TEL 03-3763-5391  FAX 03-3768-5092問合せ

憲 法 週 間 記 念

開 演

終 演

人権尊重都市品川宣言33周年映 画 13時20分～ 16時10分　字幕付

監督：ジェームズ・ポンソルト
出演：エマ・ワトソン、トム・ハンクス　他

世界 No.1 のシェアを誇る超巨大 SNS 企業〈サークル〉。

憧れの企業に採用され、奮起する新人のメイ（エマ・

ワトソン）は、ある事件をきっかけに、創始者であり

カリスマ経営者のイーモン（トム・ハンクス）の目に

留まり、自らの 24 時間をすべて公開するという新サー

ビス〈シーチェンジ〉のモデルケースに大抜擢される。

瞬く間に 1000 万人超のフォロワーを得て、アイドル

的な存在になるのだが̶̶。ピュリッツァー賞ノミネー

ト作家デイヴ・エガーズが、現在進行形の SNS 社会が

孕む脅威を鮮明に暴き、たちまち全米に一大センセー

ションを巻き起こしたベストセラー小説「ザ・サークル」

が、待望の映画化！

『ザ・サークル』

申込方法

全席座席指定となります。自由席、当日のキャンセル待ちはございません。
■お申込方法
　①品川区電子申請サービスからの申込み
　　品川区電子申請サービスホームページ内の「憲法週間講演と映画のつどい」ページより 
　　案内に従ってお申込みください。
　②往復はがきでの申込み
　　往復はがきに、郵便番号・住所・電話番号・参加者の氏名（ふりがな）を明記し、
　　宛先までお申込み下さい。はがき１枚につき１名までのお申し込みとさせていただきます
　　（託児はございません）。
■介助が必要な方へ
　当日は手話通訳および字幕の投影を行います。ご希望の方は「手話・字幕希望」と記載を
お願いします。また、車いすをご利用の方につきましても、「車いす利用」と記載をお願いしま
す。
　なお、介助者のご参加が必要な場合は「介助者あり」と明記の上、介助者の郵便番号・
住所・電話番号・氏名・ふりがなを記載してください。

2026年4月17日（金）必着締切日

注意事項

〒140 ｰ 0013　品川区南大井3 ｰ 7 ｰ 10
品川区人権・ジェンダー平等推進課　あて

オンラインでの参加をご希望の方
※応募者多数の場合、抽選　※オンライン参加の場合、映画の上映はありません

品川区人権・ジェンダー平等推進課
TEL 03-3763-5391　FAX 03-3768-5092

宛　先

問合せ

〆切後、抽選次第、結果をご通知します（４月30日発送予定）。
※鉛筆・消えるボールペンのご使用はおやめください。
※お申込みいただいた個人情報は、本事業の実施以外に使用することはありません。

■お申込方法
　品川区電子申請サービスホームページ内の「憲法週間講演と映画のつどい」ページより案
　内に従ってお申込みください。
■締切
　５月７日（木）
■アーカイブ配信について
　オンライン参加で、申込時に希望された方向けにアーカイブ配信を行います。配信期間は
　５月18日（月）から６月１日（月）を予定しています。
■注意事項
　講演の録音・撮影はご遠慮ください。

140-0013

往信（表） 返信（裏）

85円

こちらには記入しな
いでください

山　

折　

り

往信

郵便番号
【
住
所
（
返
信
先
）】

　
　
　

品
川
区
○
○
○

返信（表） 往信（裏）

【
申
込
者
氏
名
】
様

85円
つどい申込み

・郵便番号
・住所
・電話番号
・氏名（ふりがな）
・「手話・字幕希望」
　「車いす利用」等
・（介助が必要な方）
　介助者の郵便番号、
　住所、氏名（ふりがな）、

電話番号

谷　

折　

り

返信
品
川
区
南
大
井
３-

７-

10

品
川
区
人
権
・

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宛
て　

会場300名
オンライン参加200名定員500名（ ）

会場での参加をご希望の方　※応募者多数の場合、抽選

講師 山口 真一さん（ 国際大学グローバル・　　　　　
コミュニケーション・センター教授 ）



講 演 手話通訳・字幕付　13時10分～ 14時10分

演題

博士（経済学）。専門は計量経済学、社会情報学。
NHK や日経新聞などメディアにも多数出演・掲載。
主な著作に『炎上で世論はつくられる』（ちくま新書）、

『スマホを持たせる前に親子で読む本』（時事通信）
等があり、数々の賞を受賞。他に、シエンプレ株式
会社顧問、早稲田大学ビジネススクール兼任講師、
東京都デジタル広報フェローや、内閣府、総務省、
厚労省、文科省など様々な政府有識者会議委員等を
務める。

プロフィール

23区唯一の人権宣言『人権尊重都市品川宣言』が
制定33周年を迎えました。

23区唯一の人権宣言『人権尊重都市品川宣言』が
制定33周年を迎えました。

　1993（平成５）年４月28日、品川区は23区で唯一の「人権尊重都市品川」を宣言し
ました。この間、平和で心ゆたかな人間尊重の社会の実現を目指し、この宣言の普及
を図りながら、人権尊重に関する啓発に取り組んできました。
　しかしながら、被差別部落出身者への差別、児童・高齢者・障害者への虐待や、ＤＶ
（配偶者・パートナーによる暴力）、インターネットでの差別書き込み、外国人に対す
るヘイトスピーチ、差別落書きの発見、差別はがきの送付など、未だに人権に関わる
事件が起きています。
　区では、誰もが自分らしく暮らせる社会を実現するため、性別、年齢、国籍、障害の
有無などに関わらず、多様性を認め合う意識づくりを推進し、差別のない平和で心ゆ
たかな共生社会を実現するための様々な啓発事業を、引き続き行ってまいります。
　これを機会に、改めて人権の大切さについて考えてみませんか。
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SNS時代の人権と表現の自由を考える

言葉が
人を傷つけるとき

講師 山口 真一さん
（ 国際大学グローバル・　　　　　

コミュニケーション・センター教授 ）


